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◆ 参院選　９条を守る確かな選択を　
　朝日新聞の世論調査(5/29)では、参院選で投票先を決めるとき何の問題を重視するか。３回の調査を通じて最も高かったのは年金の８５％。以下、教育８１％▽財政再建７５％▽少子化、公務員制度改革各６９％▽政治とカネ６７％▽格差６０％▽憲法改正５５％の順。毎日新聞の世論調査(5/28)では、参院選で最も重視する政策について、７つの選択肢を用意して質問。年金問題が２８％で最多、教育問題１９％、憲法問題１４％、格差問題１３％、「政治とカネ」の問題１２％と続いている。
　朝日新聞世論調査（電話）によると、消費税を含む税制改革について参院選で「争点にしてほしい」という人が７２％、「そうは思わない」は１３％で、消費税引き上げが必要かどうかについては「必要だ」が４０％、「必要ない」が５１％となっている。 
　安倍首相と与党は、「消えた年金」問題の責任をあいまいにしたまま、国民の望んでもいない憲法改悪や消費税大増税に踏み出そうとしている。

自民党はマニュフェストのトップに、「平成22年の国会において憲法改正案の発議をめざし国民投票による承認を得るべく、新憲法制定推進の国民運動を展開する」公約を掲げ、自民･公明の連立与党重点政策では、「新しい時代にふさわしい憲法をめざす」として、「平成22年以降の国会を視野に入れ、次期国会に衆参両院に設置される『憲法審査会』の議論を深め、同時に、憲法に関する幅広い国民的な議論を深めていく。」との政策を掲げている。

民主党は参院選政策本文では憲法に一言もふれず、別項で「０５年の『憲法提言』をもとに国民の自由闊達（かったつ）な憲法論議を」と呼びかけている。
「改憲反対、９条守れ」の選択がかかった参院選です。改憲反対を明確に打ち出している政党こそ前進躍進させなければなりません。　
◆ 大阪で「９の日」宣伝

「３年後に９条改憲発議をめざす」と公約に掲げた自民党、「改憲提言」で自民党と９条改憲を競い合う民主党、自民党と連立政権をくみ、「加憲」という名で９条改悪にすすむ公明党。参議員選挙は、憲法が大きな争点になっています。こうした情勢の下で、大阪府下各地で「９の日宣伝」が行われ、堺では１２ヶ所、枚方では４ヶ所、西淀川では３駅など旺盛にとりくまれ、「９条をまもる選挙にしよう」「改憲勢力に審判をくだす選挙にしよう」との呼びかけが小雨まじりの中、元気にとどろきました。

■　堺　「戦争はきらい」と高校生

実施した１２ヶ所を通じて、向こうから寄ってきてくれる人が多く、選挙を前に憲法への関心の高まりを実感。初芝では、「美原９条の会」のニュースもいっしょに配ると、バス待ちの人らが快く受け取ってくれました。堺駅では、６２年前の７月９日の駅周辺の大空襲のことにふれながら、安倍内閣の改憲策動の話をすると、「戦争はきらいや」と男子高校生が署名。辞任した久間防衛大臣の「原爆は仕方なかった」発言にふれると、ビラの受け取りがいっそうよくなったなど、「政治とかみ合った話のなかで憲法を訴えると、よく聞いてもらえる」。１０人の参加で２００名以上の署名を集めました。

■　西淀川　「９条守れ」の横断幕をもって

塚本、御幣島、千船の３駅で実施。９団体、２５人が参加。「選挙公約のマニュフェストの第一に憲法を変えることを掲げる安倍自民党政権に審判をくだそう」とよびかけました。「９条守ろう」の大きな横断幕をもっての宣伝に、車のドライバーが何人も、頑張れよと手を振って激励してくれました。若い女性がすっとよってきて署名してくれるなど、参加者からも、選挙目前のなか、「やってよかった」の声が上がりました。

■　富田林　「９条・２５条守る議席を」のよびかけ

　喜志駅と金剛駅の２駅に集中して実施。今回当選する議員は「３年後の改憲発議」に関わる議員。憲法を守る議席を一つでも多く、憲法を変えようとする議席を一つでも少なく。「憲法をないがしろにする勢力に審判を下しましょう」と、降り始めた雨の中、元気に訴えました。あわせて、住民税の倍増や、国民健康保険料、介護保険料を引き上げた自公政権、年金記録の消滅やワーキングプアを作った自公民など、２５条を守ろうとしない二大政党を強調。憲法９条、２５条をまもり生かす議席をとアピールしました。ビラの受け取りはよく、対話の中で、今度の選挙、「やっぱり憲法は大切やな」という声をかわしあいました。

■　枚方　買い物帰りの主婦が次々と署名

朝、昼、夕と市内駅前４ヶ所で実施。昼間の近鉄百貨店前は、いつも２０名位が参加するのですが、今回は８名。にもかかわらず、前回同様、３９名の署名が集まりました。選挙前で関心が高まっていることのあらわれです。暮らし、憲法にとっての大事な選挙をアピールすると、主婦の方々が向こうから寄ってきてくれ、署名してくれました。
◆ 宮古島に「九条の碑建立」 沖縄で６基目　
昨年７月に発足した沖縄県宮古島市の「みやこ九条の会」です。
宮古島市の伊志嶺市長の選挙公約である「九条の碑建立」が昨年と今年の２回にわたって野党の反対で予算が否決され、実現が難しくなってしまいました。こうしたことから、「それでは市民の手で建てよう」という声が大きくなり、今年の１月から「みやこ九条の会」が中心となって、労働組合、民主団体、個人に幅広くよびかけ、５団体、３０名により「宮古憲法九条の碑建立実行委員会を、３月３１日に立ち上げました。
募金目標は１００万円ですが、多くの市民から貴重な浄財が寄せられ、ほぼ目標に到達することができました。
設置場所は、市の中心部で市民が集まりやすい場所ということで、カママ嶺公園の一番高台の見晴らしの良い場所を選定し、市に協力を要請しました。市の尽力もあり、この場所に実行委員会立ち上げからわずか２ケ月半で碑が完成しました。
除幕式は６月２３日沖縄の慰霊の日としました。除幕式には市長、議長から祝辞をいただき、６０名を超える市民が参加し、盛大に行われました。
碑文は「非戦の誓い」として憲法九条の本文を刻銘したシンプルなものです。この碑は公園内に設置されたこともあり、除幕式の後、実行委員会から宮古島市へ寄贈されました。市長は「平和と非戦のシンボルとして、市民に憲法九条を定着し、ここから平和の心を全国に、全世界に発信しましょう！」と心強い決意を示しました。
なお、当日は沖縄県南風原町でも「憲法九条の碑」が建立され、沖縄県下では６基建立されたことになります。これから、憲法九条を守る運動を草の根から広げていく決意です。
◆ 孤立するブッシュ大統領、イラク派兵は誤り
米紙ＵＳＡトゥデーは１０日、米国民を対象にしたイラク軍事作戦の是非とブッシュ大統領の職務に関する最新世論調査結果を掲載し、イラクへの米軍派遣が誤りだったとする比率が６２％と初めて６０％台を超えたと伝えた。 

また、大統領支持率は２９％で、今年６月初旬の３３％から下落。与党の共和党員でも６８％、１期目の平均９２％、２期目の８２％から激減した。 

イラク政策で大統領は今年初め、増派などを決めたが、これを受けイラク情勢が好転したと考えるのは５人のうちの１人。約半分は変化はないと応じていた。来年４月までの米軍の全面撤退を求めるのは７割を超えた。 

■　航空自衛隊のイラク派兵延長を閣議決定

政府は１０日、クウェートを拠点にイラクの首都バグダッドや北部のアルビルなどにアメリカ軍の物資などの輸送活動を行っている航空自衛隊のイラク派兵を１年間延長する閣議決定を行いました。

さきの国会で今月末が期限となっていたイラク派兵を２年間延長する特措法が成立したのを受けたものだが、イラク政府さえ期待もしていない派兵延長を決めたことは、各国の撤退が続く中であまりにもアメリカ言いなりではないかとの批判も。航空自衛隊は、０４年３月から陸上自衛隊が活動していたイラク南部に復興支援物資の輸送を行い、去年８月からはバグダッドやアルビルまで活動範囲を広げており、今月６日までに５２５回の輸送を行っている。
■　安倍首相の支持率も急降下

朝日　07/05/29　支持する　３６％　支持しない ４２％　

毎日　07/05/28　支持する　３２％　支持しない ４４％
日経　07/05/28　支持する　４１％  支持しない ４４％

◆ 兵庫 ８・４ 全県いっせい１００箇所宣伝提起
　兵庫憲法共同センターは、過日第５回運営会議を開き、いまが憲法を守り抜く真っ向勝負のときと、８月４日(土)に全県１００ケ所での一斉宣伝・署名行動を提起。すでに地域共同センター（署名推進センター）が存在している行政区は、行動場所や責任団体の設定を行い参加者の組織化も開始し、チラシ・署名用紙なども準備しています。
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